
平成28年度一般選抜学力検査問題

理　　　　科

注　　　　　意

（ ４時間目　50分 ）

１　問題用紙と解答用紙の両方の決められた欄に，受検番号と氏名を記入しなさい。

２　問題用紙は開始の合図があるまで開いてはいけません。

３　問題は１ページから６ページまであり，これとは別に解答用紙が１枚あります。

４　答えは，すべて解答用紙に記入しなさい。

氏　名受検番号
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１ 気体の性質について，次の（1）～（3）の問いに答えなさい。
（1）図１のように，試験管Ａで二酸化炭素を発生させ，試験管Ｂに水上置換で集めた。

①　次のア～エのうち，試験管Ａに入れた水溶

液Ｘはどれか，１つ選んで記号を書きなさい。

ア　砂糖水

イ　うすい塩酸

ウ　うすい水酸化ナトリウム水溶液

エ　オキシドール（うすい過酸化水素水）

②　図１で，ガラス管からはじめに出てくる気体は集めずに，しばらくしてから出てくる気

体を集めた。その理由を「はじめに出てくる気体には」に続けて書きなさい。

③　試験管Ｂに集めた気体が二酸化炭素であることを，次のように確かめた。Ｙに当てはま

る液体の名称を書きなさい。

（2）図２のように，アンモニアを集めた試験管を，水が

入った容器に入れ，ゴム栓をとったところ，図３のよ

うに，試験管の中に水が吸いこまれた。このことから,

アンモニアにはどのような性質があると言えるか，書

きなさい。

（3）気体の体積の割合が異なるときのものの燃え方を調べるために，次の実験を行った。

①　窒素の化学式を書きなさい。

②　試験管Ｃに入れた線香の燃え方が，表のようになったのはなぜか。図５をもとに，混合

した気体と空気のちがいを示して書きなさい。

試験管Ｂに（　Ｙ　）を加えてふると，（　Ｙ　）が白くにごった。

【実験】図４のように，窒
ちっ

素
そ

と酸素の体積の比がおよそ１：１になるように混合した気体の

入った試験管Ｃと，空気の入った試験管Ｄを用意し，それぞれの試験管に火のついた線香

を入れた。表は，そのときの結果を示したものである。また，図５は，空気中の気体の体

積の割合を示したものである。
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２ 守さんは，図１のように南側に窓がある部屋で，正午に床
に届く日差しの位置が季節によって変わることに興味をもっ

た。そこで，太陽の動きを調べるために，秋田県内のＰ地点

（北緯40度）で，ある年の夏至の日と秋分の日に，次の観察

を行った。下の（1）～（5）の問いに答えなさい。

（1）透明半球を使ったこの観察で，Ａは何を示しているか，次から１つ選んで記号を書きなさい。

ア　天頂の位置　　　イ　南極の位置　　　ウ　北極星の位置　　　エ　観察者の位置

（2）太陽が図２の記録のように動いて見える１日の見かけの動きを何というか，書きなさい。

（3）図２の観察結果について，９時と10時の印を結んだ曲線の長さは2.5㎝，Ｆからすべての

●印を通ってＧまで結んだ曲線の長さは38.0㎝であった。このことから，Ｐ地点の夏至の日

における昼の長さは何時間何分か，求めなさい。求める過程も書きなさい。

（4）図３は，Ｐ地点における秋分の日の観察結果である。同じ日に，

同様の観察を日本のＱ地点（北緯27度）で行った場合，太陽の動き

を表す曲線はどうなるか，最も適切なものを次から１つ選んで記号

を書きなさい。

（5）守さんは，Ｐ地点で正午に床に届く日差しの位置が季節によって変わることは，太陽の南

中高度に関係があると考え，次のように説明した。説明が正しくなるように，Ｘには当ては

まる内容を，Ｙ，Ｚには当てはまる語句をそれぞれ書きなさい。

【観察】
（ⅰ）図２のように，厚紙に透明半球と同じ大きさ
の円をかき，円の中心Ａを通り直角に交わる線
分ＢＤ，線分ＣＥを引いた。次に透明半球を円
に合わせて固定し，方位磁針を使って線分ＣＥ
を南北方向に合わせて，水平な場所に置いた。

（ⅱ）９時から16時まで１時間ごとに，油性ペンの
先のかげが円の中心Ａにくるようにして，太陽の位置を透明半球に●印で記録した。

（ⅲ）記録した各点をなめらかな曲線で結び，透明半球と厚紙が交わるところまでのばし，
厚紙との交点をＦ，Ｇとした。また，太陽が最も高くなった位置に○印をつけてＨと
し，南中高度を∠ＣＡＨとした。なお，図２の観察結果は，夏至の日のものである。

　地球が地軸を　　　　　　　するため，季節によって太陽の南中高度が変わる。
だから，正午に床に届く日差しの位置は，南中高度が（　Ｙ　）なるほど部屋の南
側になり，南中高度が（　Ｚ　）なるほど部屋の北側になる。

Ｘ
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３ 純さんは，北海道で見られる流氷に興味をもち，そのでき方を調べた。下の（1）～（4）の問
いに答えなさい。

（1）図３は，図２の流氷を横から見たようすを模式的に表したものである。 

このとき，流氷が海水から受ける上向きの力を何というか，書きなさい。

（2）純さんは，下線部ａの理由について予想し，実験Ⅰを行った。

①　次のア～エのうち，下線部ｃはどれに分類されるか，２つ選んで記号を書きなさい。

ア　無機物　　　イ　有機物　　　ウ　単体　　　エ　化合物

②　下線部ｄには安全球とよばれる部分がある。安全球は何のためにあるか，書きなさい。

③　実験Ⅰで用いた同量の水の質量は何ｇか，求めなさい。

④　考察Ⅰが正しくなるように，Ｆ，Ｇに当てはまる語句をそれぞれ書きなさい。

・北海道で見られる流氷は，図１のＰ海でできた氷が，図２の

ように流れてきたものである。

・Ｐ海には，Ｑ川から大量の水が流れこんでいるため，Ｐ海の

海水は，広い範囲で，水深約50ｍを境にａ塩分の濃度が異な

る上下２層に分かれている。２層のうち，上層のほうが下層

よりも冷えやすい。

・Ｐ海は，ｂ季節風の通り道となっている。

【予想Ⅰ】塩分の濃度が異なると，密度も異なるため，２層に分かれるのではないか。

【実験Ⅰ】同量の水が入った容器を２つ用意し，表のように，それぞれｃ食塩を加えてす

べてとかし，食塩水Ａ，Ｂをつくり着色した。次に，図４のようにｄこまごめピペット

でＡ，Ｂの順にゆっくりと試験管に注いだ。さらに，別の試験管で，Ｂ，Ａの順に同様

に行ったところ，図５のようにどちらもＡが上層となる２層に分かれた。ただし，食塩

水の着色に用いた物質の質量は考えないものとする。

【考察Ⅰ】塩分の濃度のうすい海水は，塩分の濃度のこい海水と比べ，密度が（ Ｆ ）た

め，２層のうち（ Ｇ ）層になるのではないかと考えた。

　資料で調べたところ，次のことがわかりました。そこで，北海道で見られる
流氷のでき方を説明したいと考えました。
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表
食塩水（色） Ａ（赤） Ｂ（青）

加えた食塩の質量［ｇ］  10  80
食塩水の質量［ｇ］ 260 330
食塩水の体積［㎝3 ］ 254 278
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（3）次に純さんは，下線部ｂが吹
ふ

く理由について予想し，実験Ⅱ，Ⅲを行った。

①　考察Ⅱが正しくなるように，Ｒに当てはまる内容を，あたたまり方と冷え方を示して書き

なさい。

②　次のア～エのうち，実験Ⅲの図８の湯の上で，矢印Ｓの向きに煙が動いた理由はどれか，

１つ選んで記号を書きなさい。また，図８の煙の動きを大気の動きに見立てたとき，矢印Ｓ

の向きの空気の流れを何というか，名称を書きなさい。

ア　湯の上の空気の湿度が低くなるから　　　　イ　湯の上の空気が膨張するから

ウ　湯の上の空気の質量が大きくなるから　　　エ　湯の上の空気が露点に達するから

③　考察Ⅲが正しくなるように，Ｘ，Ｙに当てはまる語句を次から１つずつ選んで記号を書き

なさい。

ア　高い　　　イ　低い　　　ウ　高気圧　　　エ　低気圧

（4）純さんは，考察Ⅰ～Ⅲから，北海道で見られる流氷のでき方を次のように説明しようとした。

しかし，説明を見直したところ誤りに気づいた。下線部ｅ～ｈのうち，誤りのあるものを１つ

選んで記号を書きなさい。また，選んだものを正しく書き直しなさい。

【予想Ⅱ】大陸と海で温度差があると，気圧差が生じて季節風が吹くのではないか。

【実験Ⅱ】室温10℃の部屋で，図６のように，大陸に見立て

た砂と，海に見立てた水を同じ温度にしてから，白熱電球

で等しく光を当てた。６分後，白熱電球を消し，そのまま

放置した。図７は，このときの

温度変化を示したものである。

【考察Ⅱ】図７から，大陸と比べ

海のほうが　　　　　　ため，

大陸と海で温度差が生じるので

はないかと考えた。

【実験Ⅲ】図８のように，湯と冷たい水を入れて温度差のある状態にした透明な容器に，

線香の煙を入れたところ，矢印のように煙が動いた。

【考察Ⅲ】図８から，大陸と海で温度差がある

と，地表付近では，温度の（　Ｘ　）ほうに

発生する（　Ｙ　）から季節風が吹くのでは

ないかと考えた。

Ｒ

　Ｐ海では，Ｑ川から流れ出た大量の水によって表面付近が覆
おお

われ，その部分の
海水の塩分の濃度がｅうすくなるため，海水が２層に分かれます。冬にｆ海から
大陸へ向かって吹くｇ冷たい季節風の影響で，２層のうちｈ上層に氷ができ，そ
れが流氷になるのではないかと考えました。

図７
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４ 洋さんは，農業試験場の人から聞いた「新しい品種のジャガイモを開発するときには，無性
生殖ではなく，有性生殖を利用する」という話に興味をもち，ジャガイモの有性生殖と無性生

殖について調べ，次のようにまとめた。下の（1）～（6）の問いに答えなさい。

（1）下線部ａから，ジャガイモはどの植物に分類されるか，次から１つ選んで記号を書きなさい。

ア　被子植物　　　イ　裸子植物　　　ウ　シダ植物　　　エ　コケ植物

（2）下線部ｂがあることを確かめるために用いるものは何か，次から１つ選んで記号を書きな

さい。

ア　酢酸カーミン溶液　　　イ　ベネジクト液　　　ウ　ＢＴＢ溶液　　　エ　ヨウ素液

（3）下線部ｃに存在する遺伝子の本体は何という物質か，書きなさい。

（4）図４で，子Ｅ，子Ｆの細胞の染色体のようすはどのように表されるか，それぞれかきなさい。

（5）図４で，生殖細胞がつくられるときに行われる細胞分裂を何というか，名称を書きなさい。

また，分裂前の親の細胞１個にふくまれる染色体の数を２n 本と表したとき，生殖細胞１個

にふくまれる染色体の数は何本と表されるか，書きなさい。

（6）洋さんの考えたことが正しくなるように，Ｚに当てはまる内容を「染色体」という語句を

用いて書きなさい。

【子のふえ方】
＜有性生殖の場合＞
　図１のような花が咲き，ａ受粉して子房
が果実になり，図２のような種子でふえる。

＜無性生殖の場合＞
　いもにふくまれるｂデンプンなどの養分
を使い，図３のような芽や根が出てふえる。

【考えたこと】生殖細胞が受精することによって子をつくる有性生殖では，　　　　　　　
ことができるため，親と異なる形質をもつ子がつくられる場合がある。だから，新しい品
種のジャガイモを開発するときには，有性生殖を利用するのではないかと考えた。

Ｚ

【染色体の受けつぎ方】
子の細胞が，親の細胞からｃ染色体を受けつぐようすを模式的に表すと，図４のようになる。

図１ 花

図４ ＞合場の殖生性無＜＞合場の殖生性有＜

親の細胞

親Ｄ

子の細胞
子Ｅ 子Ｆ

染色体

分裂

親Ａ 親Ｂ
染色体

子Ｃ

親の細胞

子の細胞

生殖細胞

受精

図２ 種子 図３
いも

芽
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５ 回路を流れる電流について，次の実験Ⅰ～Ⅲを行った。下の（1）～（6）の問いに答えなさい。

（1）下線部のように，気圧を低くした空間で起こる放電を何というか，書きなさい。

（2）陰極線の曲がった向きが，電極板の＋極側だったのはなぜか，「電気」という語句を用い

て書きなさい。

（3）実験Ⅱで，図４のように電流計に導線Ｐ，Ｑをつないだところ，針の

ふれが小さかった。電流の値を適切に読みとるには，Ｐ，Ｑのどちらを

どの端子につなぎかえればよいか，次から１つ選んで記号を書きなさい。

ア　Ｐを50mAの－端子につなぐ　　 イ　Ｑを50mAの－端子につなぐ

ウ　Ｐを500mAの－端子につなぐ　　エ　Ｑを500mAの－端子につなぐ

（4）電熱線Ｘの抵抗は何Ωか，求めなさい。

（5）実験Ⅲで，Ｓ１とＳ３の両方を入れたときの回路に加わる電圧と流れる電流の関係を表すグ

ラフをかきなさい。ただし，電熱線以外の抵抗は考えないものとする。

（6）実験Ⅲで，次のア～エのようにスイッチを入れて回路に同じ大きさの電圧を加えたとき，

電流計の値を比べるとどうなるか。大きい順に，ア～エを並べかえて記号を書きなさい。

ア　Ｓ１のみ　　　イ　Ｓ２のみ　　　ウ　Ｓ３のみ　　　エ　Ｓ１とＳ３の両方

【実験Ⅰ】図１のように，クルックス管に誘導コイルをつないで，高い電圧を加えたところ，
電流の道筋に沿って陰極線が見られた。この状態で，クルックス管の電極板に電圧を加えた
ところ，図２のように陰極線は電極板の＋極のほうに曲がった。

【実験Ⅱ】図３のように，電熱線Ｘ，Ｙを用い，
スイッチＳ１～Ｓ３を切りかえて異なる回路をつ
くり，回路に加える電圧を 5.0 Ｖまで変化させ
たときに流れる電流の大きさを調べた。表は，
このときの結果の一部を示したものである。

【実験Ⅲ】図３の回路で，電熱線Ｘを電熱線Ｚにかえ，実験Ⅱと同様にして調べた。このとき
の結果から，電熱線Ｚの抵抗は60Ωであり，電熱線Ｘ，Ｙの抵抗より大きいことがわかった。
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図１
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－極
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図３

Ｓ１
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電熱線Ｘ A

V

Ｓ２

電熱線Ｙ

Ｐ
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Ｑ

50mA 500mA 5A +D.C.

図４

表 電圧［Ｖ］ 0 1.0 2.0 3.0 4.0 5.0
Ｓ１のみを入れたときの電流［Ａ］ 0 0.10 0.20 0.30 0.40 0.50
Ｓ３のみを入れたときの電流［Ａ］ 0 0.05 0.10 0.15 0.20 0.25


